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第
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
四
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
開
設
者
の
同
意
を
得
て
、
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
の
患
者
の
検
体
又
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体
の
提
出
を
担
当
さ
せ
る
病
院
若
し
く
は

診
療
所
又
は
衛
生
検
査
所
を
指
定
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
衛
生
検
査
所
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定

提
出
機
関
」
と
い
う
。）の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
提
出
機
関
（
病
院
又
は
診
療
所
に
限
る
。）の
医
師
が
同
項
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
の
患
者
を
診
断
し
た
と
き
、
又
は
当
該
指
定
提
出
機
関
（
衛
生
検
査
所
に
限
る
。）

の
職
員
が
当
該
患
者
の
検
体
若
し
く
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
患
者
の
検
体
又
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体
の
一
部
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該

指
定
提
出
機
関
を
指
定
し
た
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
検
体
又
は

感
染
症
の
病
原
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
検
査
の
結
果
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
事
項
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

厚
生
労
働
大
臣
は
、
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
検
体
又
は
感
染
症
の
病
原
体
の
一
部
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

指
定
提
出
機
関
は
、
三
十
日
以
上
の
予
告
期
間
を
設
け
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
辞
退
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

７

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
提
出
機
関
の
管
理
者
が
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
指
定
提
出
機
関
が
同

項
の
規
定
に
よ
る
提
出
を
担
当
す
る
に
つ
い
て
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
疑
似
症
患
者
及
び
」
を
「
疑
似
症
患
者
若
し
く
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
」
を

「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条

第
七
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
一
項
の
規
定
」

の
下
に
「
に
よ
る
質
問
又
は
必
要
な
調
査
」
を
、「
厚
生
労
働
大
臣
に
」
の
下
に
「
対
し
、」を
加
え
、「
行
っ
て
い
る
」
を

「
行
う
」
に
改
め
、「
機
関
」
の
下
に「（
以
下
「
感
染
症
試
験
研
究
等
機
関
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
そ
の
他
同
項
の
規

定
に
よ
る
質
問
又
は
必
要
な
調
査
を
実
施
す
る
た
め
」
を
「
そ
の
他
の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条

第
五
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

厚
生
労
働
大
臣
は
、
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
又
は
当
該
職
員
が
採
取
し
た
検
体
の
一
部
の
提
出

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。
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名
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平
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二
十
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二
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日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
百
十
五
号

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
健
康
診
断
、
就
業
制
限
及
び
入
院
（
第
十
七
条
」
を
「
就
業
制
限
そ
の
他
の
措
置
（
第
十
六
条
の
三
」に
、

「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
二
十
六
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を「（
定
義
等
）」に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
四
号
中
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
」
を
「
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
属
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
が
Ｈ
五
Ｎ
一
」
を
「
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
病
原
体
に
変

異
す
る
お
そ
れ
が
高
い
も
の
の
血
清
亜
型
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
」
に
、「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
五
Ｎ
一
）」を

「
特
定
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限

る
。）

第
六
条
第
五
項
第
七
号
中
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
五
Ｎ
一
）」を
「
特
定
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
改
め
、
同
条

第
二
十
一
項
第
三
号
中
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
」
を
「
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
二
項
第

二
号
中
「
及
び
リ
フ
ァ
ン
ピ
シ
ン
」
を
「
、
リ
フ
ァ
ン
ピ
シ
ン
そ
の
他
結
核
の
治
療
に
使
用
さ
れ
る
薬
剤
と
し
て
政
令

で
定
め
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
三
項
第
一
号
中
「
Ｈ
二
Ｎ
二
、
Ｈ
五
Ｎ
一
若
し
く
は
Ｈ
七
Ｎ
七
」
を
「
政
令

で
定
め
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

24

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
三
項
第
六
号
の
政
令
の
制
定
又
は
改
廃
の
立
案
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、あ
ら
か
じ
め
、

厚
生
科
学
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
、
四
類
感
染
症
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
又
は
無
症
状
病
原
体

保
有
者
」
を
「
又
は
四
類
感
染
症
の
患
者
又
は
無
症
状
病
原
体
保
有
者
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
又
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
動
物
が
実
験
の
た
め
に
当
該
感
染
症
に
感
染
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
三
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
動
物
が
実
験
の
た
め
に
当
該
感
染
症
に
感
染
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
四
条
の
見
出
し
を
削
り
、同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
感
染
症
の
発
生
の
状
況
及
び
動
向
の
把
握
）」を
付
し
、

同
条
第
一
項
中「（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
届
出
機
関
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
指
定
届
出
機

関
の
管
理
者
」
を
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
病
院
又
は
診
療
所
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
届
出
機

関
」
と
い
う
。）の
管
理
者
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
そ
の
」
を
「
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め

る
。

�
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第
十
五
条
第
四
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
」
を
「
若
し
く
は
」
に
、「
前
二
項
」
を
「
第
一
項

又
は
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
必
要
な
調
査
と
し
て
当
該
職
員
に

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
当
該
各
号
に
定
め
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
を
提
出
し
、
若
し
く
は
当
該

職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
じ
る
べ
き
こ
と
を
求
め
さ
せ
、
又
は
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の

保
護
者
（
親
権
を
行
う
者
又
は
後
見
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
対
し
当
該
各
号
に
定
め
る
検
体
を
提
出
し
、
若
し

く
は
当
該
各
号
に
掲
げ
る
者
に
当
該
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
じ
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
求
め
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

一

一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
若
し
く
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
、
疑
似
症
患
者
若
し
く
は
無

症
状
病
原
体
保
有
者
又
は
当
該
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者

当
該
者
の

検
体

二

三
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症
若
し
く
は
五
類
感
染
症
の
患
者
、
疑
似
症
患
者
若
し
く
は
無
症
状
病
原
体
保
有
者

又
は
当
該
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者

当
該
者
の
検
体

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る

た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
五
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
同
号
に
定
め
る
検
体

を
提
出
し
、
若
し
く
は
当
該
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
じ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
し
、
又
は
そ
の
保
護
者
に

対
し
当
該
検
体
を
提
出
し
、
若
し
く
は
同
号
に
掲
げ
る
者
に
当
該
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
じ
さ
せ
る
べ

き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、厚
生
労
働
大
臣
が
そ
の
行
お
う
と
す
る
勧
告
に
係
る
当
該
検
体（
そ

の
行
お
う
と
す
る
勧
告
に
係
る
当
該
検
体
か
ら
分
離
さ
れ
た
同
号
に
規
定
す
る
感
染
症
の
病
原
体
を
含
む
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
所
持
し
て
い
る
者
か
ら
そ
の
行
お
う
と
す
る
勧
告
に
係
る
当
該
検
体
を
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
者
が
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
職
員
に

当
該
勧
告
に
係
る
第
十
五
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
に
お
い
て
、
同
号
に

定
め
る
検
体
を
採
取
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
者
が
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
職
員
に

当
該
勧
告
に
係
る
第
十
五
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
に
お
い
て
、
同
号
に

定
め
る
検
体
を
採
取
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
提
出
若
し
く
は
採
取
の
勧
告
を
し
、
又
は
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
検
体
の
採
取
の
措
置
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
同
時
に
、
当
該
勧
告
を
受
け
、
又
は
当
該
措
置
を
実
施
さ
れ
る

者
に
対
し
、
当
該
勧
告
を
し
、
又
は
当
該
措
置
を
実
施
す
る
理
由
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
書
面

に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
い
で
検
体
の
提
出
若
し
く
は

採
取
の
勧
告
を
し
、
又
は
検
体
の
採
取
の
措
置
を
実
施
す
べ
き
差
し
迫
っ
た
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

６

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
検
体
の
提
出
若
し
く
は
採
取
の
勧
告
又
は
検
体

の
採
取
の
措
置
の
後
相
当
の
期
間
内
に
、
当
該
勧
告
を
受
け
、
又
は
当
該
措
置
を
実
施
さ
れ
た
者
に
対
し
、
同
項
の

理
由
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
、
若
し
く

は
当
該
職
員
が
採
取
し
た
検
体
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
採
取
さ
せ
た
検
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
検
査
の
結
果
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
事
項
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

厚
生
労
働
大
臣
は
、
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
、
若
し
く
は
当
該
職
員
が
採
取
し
た
検
体
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
採

取
さ
せ
た
検
体
の
一
部
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

10

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
検
体
の
提
出
若
し
く
は
採
取
の
勧
告
を
し
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

当
該
職
員
に
検
体
の
採
取
の
措
置
を
実
施
さ
せ
、
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
検
体
の
検
査
を
実
施
す
る
た
め
特
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
他
の
都
道
府
県
知
事
又
は
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
感
染
症
試
験
研
究
等
機
関
の

職
員
の
派
遣
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

11

第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
検
体
の
提
出
若
し
く
は
採
取
の
勧
告

を
し
、
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
検
体
の
採
取
の
措
置
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中「（
親
権
を
行
う
者
又
は
後
見
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項

を
削
る
。

三

新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
又
は
新
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者

当

該
者
の
検
体

四

一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
若
し
く
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
を
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る

動
物
又
は
そ
の
死
体
の
所
有
者
又
は
管
理
者

当
該
動
物
又
は
そ
の
死
体
の
検
体

五

三
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症
若
し
く
は
五
類
感
染
症
を
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
動
物
又
は
そ
の
死
体

の
所
有
者
又
は
管
理
者

当
該
動
物
又
は
そ
の
死
体
の
検
体

六

新
感
染
症
を
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
動
物
又
は
そ
の
死
体
の
所
有
者
又
は
管
理
者

当
該
動
物
又
は

そ
の
死
体
の
検
体

七

第
一
号
に
定
め
る
検
体
又
は
当
該
検
体
か
ら
分
離
さ
れ
た
同
号
に
規
定
す
る
感
染
症
の
病
原
体
を
所
持
し
て
い

る
者

当
該
検
体
又
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体

八

第
二
号
に
定
め
る
検
体
又
は
当
該
検
体
か
ら
分
離
さ
れ
た
同
号
に
規
定
す
る
感
染
症
の
病
原
体
を
所
持
し
て
い

る
者

当
該
検
体
又
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体

九

第
三
号
に
定
め
る
検
体
又
は
当
該
検
体
か
ら
分
離
さ
れ
た
新
感
染
症
の
病
原
体
を
所
持
し
て
い
る
者

当
該
検

体
又
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体

十

第
四
号
に
定
め
る
検
体
又
は
当
該
検
体
か
ら
分
離
さ
れ
た
同
号
に
規
定
す
る
感
染
症
の
病
原
体
を
所
持
し
て
い

る
者

当
該
検
体
又
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体

十
一

第
五
号
に
定
め
る
検
体
又
は
当
該
検
体
か
ら
分
離
さ
れ
た
同
号
に
規
定
す
る
感
染
症
の
病
原
体
を
所
持
し
て

い
る
者

当
該
検
体
又
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体

十
二

第
六
号
に
定
め
る
検
体
又
は
当
該
検
体
か
ら
分
離
さ
れ
た
新
感
染
症
の
病
原
体
を
所
持
し
て
い
る
者

当
該

検
体
又
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体

４

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
検
体
若
し

く
は
感
染
症
の
病
原
体
又
は
当
該
職
員
が
採
取
し
た
検
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
三
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
必
要
な
調
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
五
条
の
二
第
三
項
中
「
前
条
第
四
項
」
を
「
前
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
三
第
四
項
中
「
第
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
十
五
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
四
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
章

就
業
制
限
そ
の
他
の
措
置

第
四
章
中
第
十
七
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
検
体
の
採
取
等
）

第
十
六
条
の
三

都
道
府
県
知
事
は
、
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
ま
ん
延

を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
五
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
同
号
に
定
め
る

検
体
を
提
出
し
、
若
し
く
は
当
該
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
じ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
し
、
又
は
そ
の
保
護

者
に
対
し
当
該
検
体
を
提
出
し
、
若
し
く
は
同
号
に
掲
げ
る
者
に
当
該
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
じ
さ
せ

る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
知
事
が
そ
の
行
お
う
と
す
る
勧
告
に
係
る
当
該
検

体
（
そ
の
行
お
う
と
す
る
勧
告
に
係
る
当
該
検
体
か
ら
分
離
さ
れ
た
同
号
に
規
定
す
る
感
染
症
の
病
原
体
を
含
む
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
所
持
し
て
い
る
者
か
ら
そ
の
行
お
う
と
す
る
勧
告
に
係
る
当
該
検
体
を
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

Ÿ
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第
二
十
二
条
の
二
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
六
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
中
「
第
十
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
十
六
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
、「
都
道
府

県
知
事
が
」
の
下
に
「
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
健
康
診
断
の
勧
告
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
健
康
診
断

の
措
置
、」を
加
え
、「
に
規
定
す
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
る
。

第
五
章
中
第
二
十
七
条
の
前
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
検
体
の
収
去
等
）

第
二
十
六
条
の
三

都
道
府
県
知
事
は
、
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
発
生

を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
五
条
第
三
項
第
七
号
又
は

第
十
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
当
該
各
号
に
定
め
る
検
体
又
は
感
染
症
の
病
原
体
を
提
出
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又

は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
五
条
第
三
項
第
七
号
又
は
第
十
号

に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
当
該
各
号
に
定
め
る
検
体
又
は
感
染
症
の
病
原
体
を
提
出
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
が
当
該
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
職
員
に

当
該
命
令
に
係
る
第
十
五
条
第
三
項
第
七
号
又
は
第
十
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
に
お
い

て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
検
体
又
は
感
染
症
の
病
原
体
を
無
償
で
収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
が
当
該
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
職
員
に

当
該
命
令
に
係
る
第
十
五
条
第
三
項
第
七
号
又
は
第
十
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
に
お
い

て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
検
体
又
は
感
染
症
の
病
原
体
を
無
償
で
収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
検
体
若

し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
収
去
さ
せ
た
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体

に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
検
査
の
結
果
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
事
項
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

厚
生
労
働
大
臣
は
、
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
収
去
さ

せ
た
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
一
部
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
提
出
の
命
令
を
し
、
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
収
去
の
措
置
を
実
施
さ
せ
、
又
は
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
検
査
を
実
施
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
他
の
都
道

府
県
知
事
又
は
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
感
染
症
試
験
研
究
等
機
関
の
職
員
の
派
遣
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
検
体
の
採
取
等
）

第
二
十
六
条
の
四

都
道
府
県
知
事
は
、
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
発
生

を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
五
条
第
三
項
第
四
号
に
掲

げ
る
者
に
対
し
、
同
号
に
定
め
る
検
体
を
提
出
し
、
又
は
当
該
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
ず
べ
き
こ
と
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又

は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
五
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

に
対
し
、
同
号
に
定
め
る
検
体
を
提
出
し
、
又
は
当
該
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
新
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
五
条

第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
同
号
に
定
め
る
検
体
を
提
出
し
、
若
し
く
は
当
該
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採

取
に
応
じ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
し
、
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
当
該
検
体
を
提
出
し
、
若
し
く
は
同
号
に
掲
げ
る
者

に
当
該
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
じ
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労

働
大
臣
が
そ
の
行
お
う
と
す
る
勧
告
に
係
る
当
該
検
体
（
そ
の
行
お
う
と
す
る
勧
告
に
係
る
当
該
検
体
か
ら
分
離
さ

れ
た
新
感
染
症
の
病
原
体
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
所
持
し
て
い
る
者
か
ら
そ
の
行
お
う
と
す
る

勧
告
に
係
る
当
該
検
体
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
者
が
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
職
員
に

当
該
勧
告
に
係
る
第
十
五
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
に
お
い
て
、
同
号
に

定
め
る
検
体
を
採
取
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
が
当
該
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
職
員
に

当
該
命
令
に
係
る
第
十
五
条
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
動
物
又
は
そ
の
死
体
か
ら
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度

に
お
い
て
、
同
号
に
定
め
る
検
体
を
採
取
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
が
当
該
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
職
員
に

当
該
命
令
に
係
る
第
十
五
条
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
動
物
又
は
そ
の
死
体
か
ら
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度

に
お
い
て
、
同
号
に
定
め
る
検
体
を
採
取
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
、
若
し
く

は
当
該
職
員
が
採
取
し
た
検
体
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
採
取
さ
せ
た
検
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
検
査
の
結
果
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
事
項
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

厚
生
労
働
大
臣
は
、
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
、
若
し
く
は
当
該
職
員
が
採
取
し
た
検
体
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
採

取
さ
せ
た
検
体
の
一
部
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
検
体
の
提
出
若
し
く
は
採
取
の
命
令
を
し
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

当
該
職
員
に
検
体
の
採
取
の
措
置
を
実
施
さ
せ
、
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
検
体
の
検
査
を
実
施
す
る
た
め
特
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
他
の
都
道
府
県
知
事
又
は
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
感
染
症
試
験
研
究
等
機
関
の

職
員
の
派
遣
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
四
条
及
び
第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
二
十
六
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
三
項
の
規
定
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
二
十
六
条
の
四
第
二

項
若
し
く
は
第
四
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
し
、
又
は
当
該
職
員
に
実
施
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場

合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
、
三
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症
若
し
く
は
」
と
あ
る

の
は
、「
若
し
く
は
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
は
」
の
下
に
「
、
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
二
十

六
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と

し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
二
十
六
条
の
四
第
二

項
若
し
く
は
第
四
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
し
、
又
は
当
該
職
員
に
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
十
四
条
の
五
第
二
項
中
「
第
三
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
の
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
新
感
染
症
に
係
る
検
体
の
採
取
等
）

第
四
十
四
条
の
七

都
道
府
県
知
事
は
、
新
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第

十
五
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
同
号
に
定
め
る
検
体
を
提
出
し
、
若
し
く
は
当
該
職
員
に
よ
る
当
該
検

体
の
採
取
に
応
じ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
し
、
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
当
該
検
体
を
提
出
し
、
若
し
く
は
同
号
に
掲

げ
る
者
に
当
該
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
じ
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

都
道
府
県
知
事
が
そ
の
行
お
う
と
す
る
勧
告
に
係
る
当
該
検
体
（
そ
の
行
お
う
と
す
る
勧
告
に
係
る
当
該
検
体
か
ら

分
離
さ
れ
た
新
感
染
症
の
病
原
体
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
所
持
し
て
い
る
者
か
ら
そ
の
行
お
う

と
す
る
勧
告
に
係
る
当
該
検
体
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。
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厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
者
が
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
職
員
に

当
該
勧
告
に
係
る
第
十
五
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
に
お
い
て
、
同
号
に

定
め
る
検
体
を
採
取
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
、
若
し
く

は
当
該
職
員
が
採
取
し
た
検
体
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
採
取
さ
せ
た
検
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
検
査
の
結
果
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
事
項
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

厚
生
労
働
大
臣
は
、
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
、
若
し
く
は
当
該
職
員
が
採
取
し
た
検
体
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
採

取
さ
せ
た
検
体
の
一
部
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
検
体
の
提
出
若
し
く
は
採
取
の
勧
告
を
し
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

当
該
職
員
に
検
体
の
採
取
の
措
置
を
実
施
さ
せ
、
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
検
体
の
検
査
を
実
施
す
る
た
め
特
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
他
の
都
道
府
県
知
事
又
は
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
感
染
症
試
験
研
究
等
機
関
の

職
員
の
派
遣
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

９

第
十
六
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
検
体
の
提
出
若
し
く

は
採
取
の
勧
告
を
し
、
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
検
体
の
採
取
の
措
置
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

10

第
十
六
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
検
体
の
提
出
若
し
く

は
採
取
の
勧
告
を
し
、
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
検
体
の
採
取
の
措
置
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

第
四
十
五
条
第
三
項
中
「
第
十
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
十
六
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
」に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
二
中
「
第
四
十
五
条
」
を
「
第
四
十
四
条
の
七
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
中
「
第
十
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
十
六
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
「
み
な
し
て
」
の
下
に
「
、
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
六
条
の
四
第
一

項
及
び
第
三
項
」
を
加
え
、「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
又
は
第
五
項
」
を
「
、
第
七
項
又
は

第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
三
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
五

項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
五
項
」

に
、「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
十
五
条
第

四
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
三
十
六
条
第
三
項
」

を
「
第
三
十
六
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

７

厚
生
労
働
大
臣
は
、
新
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
当
該
新
感
染
症
を
一
類
感
染
症
と
み
な
し
て
、
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十

六
条
の
四
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
三
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
の

全
部
又
は
一
部
を
実
施
し
、
又
は
当
該
職
員
に
実
施
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

第
三
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員

に
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

９

第
三
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労

働
大
臣
が
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
二
十
六
条
の
四
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
に
規
定
す

る
措
置
を
実
施
し
、
又
は
当
該
職
員
に
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
条
第
三
項
中
「
都
道
府
県
知
事
が
」
の
下
に
「
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
二
十
六
条

の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、」を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

第
二
十
六
条
の
三
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
同
条
第
一
項
又

は
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
し
、
又
は
当
該
職
員
に
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
二
十
六
条
の
四
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
同
条
第
一
項

又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
し
、
又
は
当
該
職
員
に
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
一
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
は
」
の
下
に
「
、
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
」
を
、「
規
定
に
よ
り
」
の
下

に
「
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
、
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
、」を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
五
条
」
を
「
第
四

十
四
条
の
七
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
五
十
条
第
五
項
」
を
「
第
五
十
条
第
十
項
」に
、「
第
三
十
五
条
第
四
項
」

を
「
第
三
十
五
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
に
対
し
」
の
下
に
「
、
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
は
、」の
下
に
「
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
」

を
加
え
、「
又
は
第
五
十
条
第
一
項
」
を
「
に
規
定
す
る
措
置
若
し
く
は
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
六
条

の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で

若
し
く
は
第
三
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
十
条
第
五
項
」
を
「
第
五
十
条
第
十
項
」
に
改
め

る
。第

五
十
三
条
の
十
四
の
見
出
し
を「（
家
庭
訪
問
指
導
等
）」に
改
め
、
同
条
中
「
こ
と
」
を
「
指
導
」
に
改
め
、
同
条

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

保
健
所
長
は
、
結
核
登
録
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
結
核
の
予
防
又
は
医
療
を
効
果
的
に
実
施
す
る

た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
、
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
処
方
さ
れ
た
薬
剤
を
確
実
に
服
用
す
る
指
導
そ
の
他
必
要
な
指
導
の
実
施

を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
六
条
の
三
十
八
第
七
項
中
「
感
染
症
に
関
す
る
試
験
研
究
又
は
検
査
を
行
っ
て
い
る
機
関
」
を
「
感
染
症
試

験
研
究
等
機
関
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
第
一
号
中
「
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
（
第
十
五
条
第
二
項
を
除
く
。）」
を
「
、
第
十
四
条
の
二
、

第
十
五
条
（
第
二
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。）、
第
十
五
条
の
二
か
ら
第
十
六
条
ま
で
、
第
十
六
条
の
三
第
一
項
、
第
三

項
若
し
く
は
第
七
項
か
ら
第
十
項
ま
で
又
は
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で

の
規
定
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四
の
二

第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
受
理
若

し
く
は
収
去
（
こ
れ
ら
が
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
二
十
六
条
の
三

第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に

よ
り
実
施
さ
れ
る
事
務
に
要
す
る
費
用

四
の
三

第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
受
理
若
し
く
は
採
取
（
こ
れ
ら
が
第

五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
二
十
六
条
の
四
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
五
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
事
務
に

要
す
る
費
用

第
六
十
四
条
第
一
項
中
「
及
び
第
五
項
」
の
下
に
「
、
第
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
七
項
」
を
加
え
る
。

第
六
十
五
条
の
二
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に
「
、
第
十
四
条
の
二
」
を
、「
）
を
除
く
。）」
の
下
に
「
、
第
二
十
六
条

の
三
、
第
二
十
六
条
の
四
」
を
加
え
、「
第
五
十
条
第
五
項
、
同
条
第
七
項
」
を
「
第
五
十
条
第
十
項
、同
条
第
十
二
項
」

に
、「
第
三
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
五
項
」
に
、「
同
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
同
条
第
一
項
」

に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
第
二
項
中
「
受
理
」
の
下
に
「
、
第
十
四
条
の
二
第
二
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に

よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の

規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
受
理
、
第
十
四
条
の
二
第
三
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含

む
。）若
し
く
は
第
二
十
六
条
の
三
第
五
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第

五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る

場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
検
査
」
を
、「
若
し
く
は
質
問
」
の
下
に
「
、
第
十

六
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ

る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
第
四
十
四

条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
受
理
若
し
く
は
採
取
、
第
十
六
条
の
三
第
三
項
若
し
く
は
第

˜—
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四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
第
四
十
四
条
の
七
第
三
項
若
し
く
は
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
採
取
、
第
十
六
条
の
三
第
七
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ

れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
六
条
の

四
第
五
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
五
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
第
四

十
四
条
の
七
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
検
査
」
を
、「
入
院
」
の
下
に
「
、
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の

受
理
（
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
若
し

く
は
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病

原
体
の
収
去
（
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
六
条
の
四
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第

五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
体
の
受
理
若
し
く

は
採
取
（
こ
れ
ら
が
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
六
条
の
四

第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及

び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
体
の
採
取

（
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、「
又
は
第
五
項
」
を
「
、
第

七
項
又
は
第
十
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
第
七
号
中
「
若
し
く
は
第
五
項
」
を
「
、
第
七
項
若
し
く
は
第
十
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
六
条
の
見
出
し
の
改
正
規
定
、
同
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に

た
だ
し
書
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
六
条
の
改
正
規
定
（
同
条
第
二
十
二
項
第
二
号
の
改
正
規
定
及
び
同
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
を
除

く
。）
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
経
過
し
た
日

三

第
六
条
第
二
十
二
項
第
二
号
、
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
五
十
三
条
の
十
四
（
見
出
し
を
含
む
。）の
改

正
規
定
、
同
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経

過
し
た
日

（
検
討
）

第
二
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
規

定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
医
師
の
届
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の

施
行
の
日
以
後
に
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
診
断
し
た
医
師
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改

正
前
の
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
診
断
し
た
医
師
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
規
定
）
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前

条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
同
条
の
規
定
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対

す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過

措
置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）

の
項
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に
「
、
第
十
四
条
の
二
」
を
、「
）
を
除
く
。）」
の
下
に
「
、
第
二
十
六
条
の
三
、
第
二

十
六
条
の
四
」
を
加
え
、「
第
五
十
条
第
五
項
、
同
条
第
七
項
」
を
「
第
五
十
条
第
十
項
、
同
条
第
十
二
項
」
に
、「
第

三
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
五
項
」
に
、「
同
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
同
条
第
一
項
」
に
改

め
る
。

総
務
大
臣

山
本

早
苗

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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